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株式会社タップ ホスピタリティサービス工学研究所　所長 藤原猛

スマート観光DXシリーズ Season 6

～デジタル化が切り開く手ぶら観光の未来～

　タップホスピタリティサービス
工学研究所 副所長兼タップホス
ピタリティラボ沖縄 所長、(一社)
沖縄観光DX推進機構 専務理事と
してホテル旅館を中心とした観光
産業のDX化を推進。
　過去にはハウステンボス「変な
ホテル・ハウステンボス」開業プ
ロジェクト総責任者としてITやロ
ボティクスによるホテルマネジメ
ントを一から企画・構築し実現した。
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視点を増やして観光ＤＸを加速視点を増やして観光ＤＸを加速

り荷物の割合が多く感じられ、
従来から利用していた地域住
民が利用しにくくなる場面も
見受けられます。一例として、
神奈川県の藤沢市と鎌倉市を
結ぶ江ノ島電鉄が沿線住民を
優先入場させる社会実験を行
ったことが話題になりました。
　こうした問題の解決には、
やはり「手ぶら観光」の仕組
みが必要だと考えます。過去
にも様々な観光地で手ぶら観
光を推奨する動きはありまし
たが、残念ながら定着してい

るところは少ないように感じ
ます。その理由として、例え
ば、空港や駅から宿泊施設に
荷物を運ぶことはできても、
宿から宿への移動、あるいは
帰路に就く前に立ち寄るスポ
ットに荷物を送れない等、あ
と一歩のところで利便性や価
値を感じられないためではな
いかとみています。
　全てを一気に整備するには
多くの時間がかかり、参画事
業者をまとめるのも大変でし
ょう。でも、初期段階で単純
な仕組みとして、継続的に運

　今年は為替レートが円安に
振れ、海外旅行を予定してい
た皆さんも国内旅行を考えて
いる方が多いのではないでし
ょうか。訪日外国人旅行者も
増加の一途を辿り、夏には観
光地に旅行者が溢れかえるオ
ーバーツーリズムが一層厳し
くなるでしょう。旅行者が旅
先でストレスなく、シームレ
スかつ便利に過ごす方法を考
えたいと思います。
　まず注目したいのは、旅先
の駅や空港に到着した時のス
マート化で
す。日帰り
でなければ、
旅行者は最終的に宿泊施設へ
向かいます。
　最近では公共交通機関も便
利になり、交通系ICカードだ
けでなくタッチ式クレジット
カードで改札が通過できるよ
うになる等、インフラが整備
されつつあります。旅行者も
それに伴い、タクシーやレン
タカーだけでなく、路線バス
やモノレール、地下鉄を上手
く利用するようになりました。
　ただ、旅行者は大きなキャ
リーケースや旅行鞄を携行す
るため、車内では人の割合よ

用することで拡張性を持たせ、
連携しながら進化させること
が重要なのです。前月の本稿
ではロボットサービスの見直
しを提唱しましたが、荷物を
ロボットに管理させ、宿泊施
設に送るのであれば予約情報
とも事前に連携する等、仕組
みの輪を段階的に広げていけ
ば、旅行者にとって無くては
ならない流れとなり、旅の価
値も上がります。
　宿泊施設では人手不足の解
消や、フロントにおけるチェ

ックイン・
アウトの待
ち時間短縮

にも繋がり、もちろん、旅行者
は身軽に旅を楽しめます。
　サービスの利用者と提供者
が、ともにメリットを感じら
れるデジタルの仕組みをこれ
からも追求したいと私は考え
ます。旅行者が旅先でストレ
スを感じると観光地のサービ
ス品質が低下し、クレームも
増え、結果として収入が低下
する…と悪循環を生み出し、
観光地経営にも影響を及ぼし
かねません。これに真剣に向
き合うことで質の高い観光立
国へと成長するのです。

旅行者と地域住民、宿泊施設に「三方よし」の仕組みを

　　　


